
謬

論

　
去
る
五
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

史
学
研
究
会
理
事
・
評
議
会
に
お
い
て
、
次

の
案
件
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
　
昭
和
六
十
山
二
年
度
決
算
報
三
口
及
び
平
成

　
元
年
度
予
算
案

一
、
役
員
交
替

　
ω
　
理
事
長
谷
川
道
雄
、
理
事
浮
田
典
良
、

　
　
黒
田
俊
雄
、
林
巳
奈
夫
、
監
纂
中
村
賢

　
　
二
郎
、
評
議
員
井
関
弘
太
郎
、
木
下
良
、

　
　
楢
崎
彰
一
、
平
田
嘉
三
、
横
山
浩
一
氏

　
　
の
退
任
。

　
ω
　
理
事
長
に
河
内
良
弘
、
理
事
に
佐
々

　
　
木
克
、
古
屋
哲
夫
、
矢
守
一
彦
（
評
議

　
　
員
よ
り
）
、
監
事
に
上
横
手
雅
敬
（
理

　
　
事
よ
り
）
、
評
議
員
に
石
原
潤
、
帯
原

　
　
寿
文
、
中
島
義
一
、
西
谷
正
、
新
田
一

　
　
郎
、
服
部
昌
之
、
藤
井
譲
治
、
森
晴
彦
、

　
　
山
田
誠
氏
を
選
任
。

　
③
　
常
務
理
事
に
紀
平
英
作
、
服
部
春
彦

　
　
氏
を
選
任
。
な
お
旧
常
務
理
事
大
山
喬

　
　
平
氏
は
理
事
に
復
帰
。

　
　
昭
聯
六
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助

　
　
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の

　
受
領
に
つ
い
て

　
昭
和
六
二
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一
部

と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六

ご
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公

開
促
進
費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

編
　
集
後
　
記

　
七
十
二
巻
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
も

質
、
量
と
も
充
実
し
、
読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容

を
提
供
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
か

で
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
二
百
周
年
を
迎
え
る

こ
の
七
月
に
、
そ
の
革
命
の
評
価
を
め
ぐ
る
上
垣

氏
の
論
説
を
得
た
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
す

ま
さ
れ
ぬ
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
事
な
が
ら
、
昨
秋
、
京
都
を
訪
れ
た

テ
ィ
ソ
ネ
フ
ェ
ル
ト
氏
の
講
演
原
稿
を
掲
載
で
き

た
こ
と
も
、
当
日
、
つ
た
な
い
質
問
で
講
演
者
、

通
訳
の
両
氏
を
困
惑
さ
れ
た
当
方
と
し
て
は
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
世
に
学
際
的
研
究
と
か
、

学
問
の
国
際
化
と
い
う
掛
け
声
は
あ
ふ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
日
本
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
を
学
ぶ
こ
と
の

難
し
さ
や
意
味
あ
い
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
数
日
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
閑
話
休
題
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

こ
う
し
た
と
き
こ
そ
史
林
の
力
作
を
一
気
に
読
破

し
、
そ
の
後
に
飲
む
ビ
ー
ル
の
味
が
格
別
な
の
で

す
、
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
は
夏
休
み
中
、
何
の

予
定
も
な
い
僕
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
0
9
N
）

通
船
強
盛
二
語
翻
定
価
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
林
第
七
二
巻
第
四
号
（
通
巻
第
三
五
六
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
山
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内
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